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　１月18日㈰ 役場周辺で「大井町産業まつり」が開催され
ました。毎年恒例の地元農産物・品評会出品物の即売や、地
元商店の出店には、多くの買い物客が訪れました。
　生涯学習センターのホワイエには、ひょうたん文化推進協
議会や小学校、幼稚園の子どもたちが製作したひょうたん
の加工品などが展示され、訪れた人の目を楽しませてくれ
ました。
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大井町成人式

大井小学校卒業生

上大井小学校卒業生

相和小学校卒業生

大人になりまして･･･夢と希望

新たな気持ちを胸に
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輝
く
未
来
へ
歩
み
出
す

　
　
大
人
の
仲
間
入
り
　
20
代
の
ス
タ
ー
ト

　

１
月
10
日
㈯
、
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
２
０
１
人
。

う
ち
、
１
5
１
人
（
男
性
76
人
、
女
性
75

人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
の
式
辞
の
後
、
新

成
人
を
代
表
し
て
相
原
瑠る

い偉
さ
ん
と
飯

山
彩あ

や
か夏
さ
ん
が
自
分
の
思
い
を
込
め
た

「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
小
・
中
学
生
の
こ
ろ
の
様

子
を
ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
る
フ
ォ
ト
シ
ア

タ
ー
を
視
聴
し
、昔
の
写
真
に
笑
っ
た
り
、

当
時
を
思
い
出
し
懐
か
し
ん
だ
り
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
を
終
え
た
会
場
の
外
で
は
、
友
人

た
ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
お
互
い
の

近
況
を
話
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し

て
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
・
将
来

へ
の
夢
を
胸
に
抱
い
て
い
る
新
成
人
の
大

き
な
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

実行委員の皆さん、成人式の企画から準備、
当日の運営までお疲れ様でした。
いつまでも心に残る成人式となりましたね。
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人生は幸せの受け渡しの連続
平成 18 年度　相和小学校卒業

香川洋
ようへい

平さん

二十歳の誓い

山科茉
ま

由
ゆ

さん
平成 18 年度　上大井小学校卒業

　たくさんの方々に支えられて、無事に二十歳を迎えら
れたことを本当にうれしく思います。思えば20年間の人
生の中で、多くの選択や判断をしなければならない機会

に出会いました。しかし、その度
に家族や先生などの助言に勇
気づけられ、乗り越えることがで
きました。今の大学に進むきっ
かけをくれたのも家族でした。
　現在、私は看護師をめざし大
学で勉学に励んでいます。そこ

　無事に成人式を迎えることができてとても嬉しく思い
ます。
　大人の始まりともいえる二十歳になるまでを振り返っ
てみると、私は家族をはじめ多くの方々に多大な迷惑を
かけながら育ってきたと感じます。中でも大学１年生の
夏休みの交通事故は一番大きなものでした。事故の際、
私は大けがを負いましたが、一命は取りとめました。　
　手術後、病院で目を覚ましたとき、おぼろな視界に
最初に写ったのは両親の笑顔でした。このとき、私は日

胸を張れる大人に

～恩師から新成人へ贈る言葉～

　成人おめでとうございます。卒業
して８年が経ちましたが、当時の面
影が残っており、思い出がすぐによ
みがえってきました。私が教師にな
り最初の卒業生ですので、就職先
や進学先で頑張っている様子を聞
き、とても嬉しく思いました。今後
も人に感謝する気持ちや感動する
心を忘れずに、自分の夢に向かっ
て着実に歩んでいってください。

　成人おめでとうございます。「な
にごとも自分から」と、様々なこ
とに挑戦していく皆さんの姿を懐
かしく思い出します。
　あれからいろいろなことがあっ
たことでしょう。これからもっとい
ろいろなことがあります。どんな
出来事もすべて自分の力になりま
す。自分の人生を自分の力で切り
拓き、進んでいってください。

大井小学校恩師
杉崎洋

よ う

一
い ち

郎
ろ う

先生
相和小学校恩師
髙橋あゆみ先生

上大井小学校恩師
池澤 和

か ず

美
み

先生

　成人おめでとうございます。新た
に大人の仲間入りをした皆さんの
門出を心よりお慶び申し上げます。
　今になって「あの時やっておけ
ばよかった」と思うことがたくさ
んあります。後悔先に立たず。チャ
レンジ精神で自分の道を切り拓い
ていってください。新しい世界が
輝きに満ちていることを願ってい
ます。

で学び得た知識や技術を生かし、将来は患者さんの一
番近くにいる存在として、治療のサポートだけでなく心
のケアも大切にする看護師になりたいです。
　まだまだ自分の未熟さを感じ、壁にぶつかることもあ
りますが、経験と失敗を重ねながら、胸を張れる大人に
なれるよう努力していきたいです。
　そのためには、まず「自立」するということを大きな目
標にしたいと思います。そして、支えていただいた皆様に
感謝するとともに、その恩返しができるよう日々の行動を
ふり返り、一歩一歩確実に成長していきたいと思います。

常の幸せをあらためて感じ、もらった幸せを返していか
なければならないと決心しました。人生は、幸せの受
け渡しの連続です。今までの恩
を返せるよう大学では勉強に力
を入れ、将来よい仕事ができる
ようがんばりたいです。そして
将来自分がどう在りたいのかを
明確にし、今後の人生を強く歩
んでいきたいと思います。
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れ
ま
し
た
。16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
が
い
る
場
合
は
、こ
ち
ら
の
記
入

欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」欄

は
、住
民
税
均
等
割
非
課
税
の
限

度
額
を
算
出
す
る
た
め
に
必
要
で

す
の
で
、扶
養
親
族
の
氏
名
や
生

年
月
日
の
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
税
額
控
除

　

前
年
中
に
、地
方
自
治
体
や
特

定
の
団
体
に
寄
附
金
を
支
出
し
た

場
合
、住
民
税
の
税
額
の
一
部
が
控

除
さ
れ
ま
す
。こ
の
制
度
に
よ
り
、

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。確
定
申
告
の
際

は
、確
定
申
告
書（
第
二
表
）の「
寄

附
金
控
除
」欄
に
寄
付
先
の
名
称

な
ど
を
記
載
し
、住
民
税
・
事
業
税

に
関
す
る
事
項
の「
寄
附
金
税
額

控
除
」欄
の
該
当
す
る
欄
に
金
額

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
記
載
漏
れ
、記
載
誤
り
が
あ
る

と
き
は
、寄
附
金
税
額
控
除
の
金

額
が
正
し
く
計
算
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、申
告
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

復
興
特
別
所
得
税
の
記
入
漏

れ
に
ご
注
意

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
所

得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
を
併
せ

て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、復
興
特
別
所
得
税
の
記
入

漏
れ
が
大
変
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。申
告
書
の
作
成
す
る
際
は
、記

入
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

年
金
所
得
者
の
所
得
税
確
定

申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、公
的
年
金

な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。た

だ
し
、還
付
を
受
け
る
場
合
は
、申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、次
の
と
き
は
町
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
上
記
で
、確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
っ
た
方
で
、「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に
記
載
さ

れ
て
い
る
控
除（
社
会
保
険
料
控

除
や
配
偶
者
控
除
、扶
養
控
除
等
）

以
外
の
適
用
を
受
け
る
と
き
。

※
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い

と
、源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
控
除
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、税
額
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
上
あ

る
と
き

確
定
申
告
書（
第
二
表
）へ
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
よ
り
、年
少
扶
養

親
族（
16
歳
未
満
の
方
）に
対
す
る

扶
養
控
除
が
廃
止
に
な
り
、確
定

申
告
書（
第
二
表
）の
住
民
税
・
事

業
税
に
関
す
る
事
項
欄
に「
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
」欄
が
追
加
さ

確定申告
をされる皆さまへ

　確定申告の時期が近づいてきました。

確定申告をされる際の注意点をお知らせ

しますので、早めに準備をし、忘れずに

申告しましょう。
税務課　☎ 85-5008

ごみの出し方が
　 一部変わります！

生活環境課　☎ 85-5010

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
促
進

の
た
め
、４
月
か
ら「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」や「
カ
ン
」な
ど
の
出
し
方

を
一
部
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
に
配
布
す
る「
家

庭
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
」に
お

い
て
、ご
み
の
標
記
を
一
部
変
更

し
ま
す
。

　

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

［
カ
　
ン
」

変
更
点

　
「
飲
料
用
」と「
缶
詰
」の
カ
ン

以
外
は「
不
燃
ご
み
」へ
出
し
ま

し
ょ
う
。

理　

由　

　

カ
ン
の
収
集
は
パ
ッ
カ
ー（
塵

芥
）車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。使

い
切
っ
て
い
な
い「
ス
プ
レ
ー
」や

「
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
」が
含
ま
れ

て
い
る
と
、火
災
な
ど
の
事
故
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
。

注　

意

　
「
ス
プ
レ
ー
」や「
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
」は
屋
外
で
出
し
切
っ
て（
使

い
切
っ
て
）か
ら
、確
認
の
た
め

必
ず
穴
を
開
け
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※「
お
菓
子
」や「
粉
ミ
ル
ク
」の

カ
ン
な
ど
は
、従
来
ど
お
り「
不

燃
ご
み
」へ

［
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
］

変
更
点　

　

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

理　

由

　

ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
と
中
の

の
汚
れ
が
分
か
り
づ
ら
く
、回
収

し
た
も
の
の
中
に
、多
く
の
汚
れ

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
。

不燃ごみ

出
し
方
の
変
更

スプレーカン
やガスボンベ
は穴をあける
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7

　今年の確定申告相談会場は、生涯学習センターのエレベー
ター改修工事のため、町役場３階会議室となりますので、お
間違えのないようお願いします。
　ただし、２月10日㈫の「三税および税理士による無料申
告相談会」については、昨年同様、生涯学習センター２階会
議室で行いますが、エレベーターの使用ができないため、階
段のご利用にご協力ください。
※次に該当する方は、申告相談を受けられません。
○土地・建物・株式などの譲渡所得がある方
○住宅借入金等特別控除を初めて受ける方
○青色申告・損失申告をする方
○事業所得などで収支内訳書が書き終わっていない方

～持ち物～
①印鑑、筆記用具、電卓
②収入が給与所得や公的年金などの方は、源泉
　徴収票
③収入金額、必要経費、所得控除額のわかるも
　の、前年の申告書の控えなど
④障害者控除を受ける方は、障害者手帳か障害
　者控除対象者認定書
⑤医療費控除を受ける方は、支払った領収書(原
　本)
⑥国民年金(社会保険料控除)や生命保険料控除
　などを受ける方は、支払った額の証明書
⑦還付申告の方は、本人名義の振込口座を控えた
　もの
※その他、申告に必要な書類などは、税務課にお
　問い合わせください。
～注意事項～
・２月16日㈪以降の申告相談の受け付けは、８時
　30分からです。２月10日㈫、16日㈪～18日㈬は
　毎年混雑しますので、日程表を確認し、ご来場
　ください。
　　また、会場が混雑しているときは、受付を早
　めに締め切ることがあります。(毎年、午後が空
　いています)
・申告内容によっては税務署での申告をお願い
　することがあります。
・役場税務課での申告書受付（提出のみ）は３月
　13日㈮１７時15分までです。

所得税・町県民税申告相談会
※ 申告相談会場が変わります

日程 時間 場所

2 月

10日㈫
三税および税理士に
よる無料申告相談

9:30 ～ 11:00 生涯学習センター　2階
会議室  (9:00受付)
※ エレベーター使用不可13:00 ～ 15:00

16日㈪～25日㈬
通常の申告相談会
※土日はお休みです。

9:00 ～ 11:00
役場3階　会議室

13:30 ～ 16:00

26日㈭
出張相談会

9:00 ～ 11:00 柳多目的集会所
13:30 ～ 15:00 高尾多目的集会所

27日㈮
出張相談会

9:00 ～ 11:00 篠窪自治会館
13:30 ～ 15:00 赤田自治会館

3 月

1日㈰
休日相談会

9:00 ～ 11:00 生涯学習センター　1階
ホワイエ13:30 ～ 15:00

2日㈪
出張相談会

9:00 ～ 11:00
そうわ会館

13:30 ～ 15:00
3日㈫～6日㈮
通常の申告相談会

9:00 ～ 11:00
役場　3階　会議室

13:30 ～ 16:00

収
集
で
き
る
も
の

注　

意

　

は
が
し
た
ラ
ベ
ル
は
キ
ャ
ッ
プ

と
一
緒
に「
容
器
包
装
プ
ラ
」へ
。

［
パ
ソ
コ
ン
］

変
更
点　

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
本
体
、液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

「
不
燃
ご
み
」に
出
せ
ま
す
。

理　

由

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
、小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
対
象

の
品
目
と
な
っ
て
い
る
た
め
。

注　

意　

　

ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使
っ
た
Ｃ
Ｒ

Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
Ｃ
Ｒ
Ｔ
一

体
型
パ
ソ
コ
ン
は
、「
不
燃
ご
み
」

で
処
理
が
で
き
な
い
た
め
収
集

で
き
ま
せ
ん
。メ
ー
カ
ー
や
パ

ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会（
☎
03-

５
２
８
２-

７
６
８
５
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
そ
の
他
プ
ラ（
容
器
包
装
）」

→「
容
器
包
装
プ
ラ
」

　
「
容
器
包
装
プ
ラ
」と
は
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
や
包
装
類
、ト

レ
ー
類
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
な

り
ま
す
。プ
ラ
マ
ー
ク
を
目
安
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

「
そ
の
他
の
不
燃
ご
み
」

　
　
　
　
　

→「
不
燃
ご
み
」

　
「
不
燃
ご
み
」は
、金
属
製
品

や
陶
器
、ガ
ラ
ス
製
品
、小
型
家

電
な
ど
燃
や
せ
な
い
ご
み
で
す
。

　
「
灯
油
タ
ン
ク
」、「
ビ
ー
ル
ケ

ー
ス
」や「
プ
ラ
ン
タ
ー
」な
ど
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
」は
出
せ

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
ご
み
は「
粗

大
ご
み
」ま
た
は「
燃
や
す
ご
み
」

に
な
り
ま
す
。

　

足
柄
東
部
清
掃
組
合
へ
の
直

接
搬
入
ま
た
は
町
の
粗
大
ご
み

の
戸
別
回
収
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。（
い
ず
れ
も
有
料
）

　
「
燃
や
す
ご
み
」で
出
す
場
合

は
、必
ず
30
㎝
程
度
に
切
る
な

ど
し
て
、「
燃
や
す
ご
み
」と
し
て

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ＣＲＴディスプレー

･ノートパソコン
・液晶ディスプレー
・パソコン本体

ご
み
標
記
の
変
更

×
収
集
で
き
な
い
も
の

○
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防
災
安
全
室　

☎
85-

５
０
０
２

　

近
年
、
環
境
や
健
康
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
自
転
車

で
通
勤
・
通
学
を
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
間
違
っ
た
乗
り
方

や
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た

乗
り
方
は
、
大
き
な
交
通
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
で
事
故
を
起
こ
し
た
と

き
の
責
任
の
重
さ
な
ど
に
つ
い
て

し
っ
か
り
理
解
し
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

自
転
車
に
乗
る
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
で
は

「
軽
車
両
」
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
転
車
に
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
安
全

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

   

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、

　
　
　
　
　
　
　

歩
道
は
例
外

　

車
道
で
は
、
前
後
左
右
の
車
の

動
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

・
道
路
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
た

　

場
合
。

・
自
転
車
の
運
転
者
が
13
歳
未
満

　

の
子
ど
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢

　

者
、
体
が
不
自
由
な
人
な
ど
の  

　

場
合
。

・
車
道
や
交
通
の
状
況
か
ら
み
て

　

や
む
を
得
な
い
場
合
。

②
車
道
の
左
側
を
通
行

　

車
道
の
左
端
に
沿
っ
て
走
り
ま 

し
ょ
う
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、

　
　
　
　
　
　

車
道
よ
り
を
徐
行

　

歩
道
を
走
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

止
ま
れ
る
速
度
で
走
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
場
合

は
、
一
時
停
止
す
る
か
、
自
転
車

か
ら
降
り
て
押
し
て
歩
き
ま
し
ょ

う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

〈
飲
酒
運
転
の
禁
止
〉

　

見
落
と
し
が
増
え
た
り
、
危
険

に
対
す
る
反
応
が
遅
れ
た
り
す
る

な
ど
、
飲
酒
が
安
全
運
転
に
及
ぼ

す
悪
影
響
は
、
自
動
車
を
運
転
す

る
場
合
と
同
じ
で
す
。
自
転
車
は

「
軽
車
両
」
で
す
。

〈
２
人
乗
り
の
禁
止
〉

　

荷
台
な
ど
に
人
を
乗
せ
て
運
転

す
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転

倒
し
た
り
、
ふ
ら
つ
い
て
事
故
を

起
こ
し
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
幼
児
用
座
椅
子
に
幼

児
を
１
人
乗
車
さ
せ
、
16
歳
以
上

の
人
が
運
転
す
る
場
合
な
ど
、
例

外
的
に
２
人
乗
り
や
３
人
乗
り
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
並
進
の
禁
止
〉

　

他
の
自
転
車
と
並
ん
で
通
行
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
「
並
進
可
」
の
道
路

標
識
が
あ
る
道
路
で
は
、
２
台
ま

で
並
ん
で
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
〈
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
〉

　

「
無
灯
火
」
運
転
は
道
路
交
通

法
違
反
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
他

の
歩
行
者
や
自
転
車
、
車
の
運
転

手
な
ど
か
ら
自
分
の
姿
が
見
え
な

い
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。

　
〈
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
〉

　

信
号
機
と
一
時
停
止
の
標
識
は

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
な
く
て
も
、
交
差

点
で
は
必
ず
速
度
を
落
と
し
、
左

右
の
安
全
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
幼
児
・
児
童
へ
の

　
　
　
　
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

　

平
成
20
年
６
月
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
、
幼
児
・
児
童
が
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
、
保
護
者
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
こ
と

が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
児
童
や

幼
児
の
ケ
ガ
の
多
く
は
、
一
歩
間

違
え
る
と
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な

い
頭
部
や
顔
の
大
ケ
ガ
に
つ
な
が

る
た
め
、
積
極
的
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　

自
転
車
に
乗
っ
て
「
ケ
ー
タ

イ
・
音
楽
」も
違
反
で
す
　

　

「
神
奈
川
県
道
路
交
通
法
施
行

細
則
」
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
23

年
５
月
１
日
か
ら
次
の
行
為
も
禁

止
と
な
り
ま
し
た
。

・
自
転
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
携

　

帯
電
話
（
ス
マ
ホ
）
の
使
用
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
で
音
楽
を
聴
き

　

な
が
ら
自
転
車
を
運
転
す
る
。

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
、

　
　
起
こ
さ
な
い
た
め
に

▲自転車及び歩行者専用
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ろ
う
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加
害
事
故
の
代
償
は
、

　
　
　
こ
ん
な
に
重
い
！

①
歩
行
者
と
の
事
故

　

夕
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
片
手

に
持
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ

ず
に
坂
を
下
り
、
交
差
点
に
進
入

し
て
、
横
断
歩
道
を
横
断
中
の
歩

行
者
を
死
亡
さ
せ
た
。

損
害
賠
償
額

　

約
６
，
８
０
０
万
円
（
平
成
15

　

年
９
月
・
Ｔ
地
方
裁
判
所
判
決
）

②
自
転
車
と
の
事
故

　

昼
間
、
高
校
生
が
自
転
車
横
断

帯
の
か
な
り
手
前
か
ら
、
車
道
を

斜
め
に
横
断
し
、
対
向
車
線
を
直

進
し
て
き
た
自
転
車
と
衝
突
し
、

大
き
な
後
遺
障
害
が
残
る
ケ
ガ
を

負
わ
せ
た
。

損
害
賠
償
額

　

約
９
，
３
０
０
万
円
（
平
成
20

　

年
６
月
・
Ｔ
地
方
裁
判
所
判
決
）

③
加
害
事
故
を
起
こ
し
た
子
ど
も

の
保
護
者
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
も
あ
り
ま
す

　

夜
間
、
時
速
20
～
30
㌔
で
坂
を

自
転
車
で
下
っ
て
い
た
小
学
生
が
、

散
歩
中
の
歩
行
者
に
衝
突
し
、
意

識
不
明
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
。　

　

こ
の
小
学
生
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

つ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
保
護
者
が
監
督
義
務
を
果
た

し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
保
護

者
に
損
害
賠
償
を
命
じ
た
。
（
平

成
25
年
７
月
・
Ｋ
地
方
裁
判
所
判

決
）

自
転
車
事
故
に
備
え
て
、「
個

人
賠
償
責
任
保
険
」に
加
入

し
ま
し
ょ
う

①
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険

　

自
転
車
安
全
整
備
店
で
点
検
整

備
（
有
料
）
を
受
け
、
そ
れ
を
証

明
す
る
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
自
転

車
に
貼
っ
て
も
ら
う
と
、
自
転
車

利
用
中
に
事
故
に
あ
っ
て
ケ
ガ
を

し
た
場
合
に
対
処
で
き
る
傷
害
保

険
や
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
衝
突

し
て
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
場
合
に
対

処
で
き
る
賠
償
責
任
保
険
が
つ
き

ま
す
。

②
自
転
車
保
険
（
個
人
賠
償
責
任

保
険
）

　

近
年
、
自
転
車
に
よ
る
加
害
事

故
の
損
害
賠
償
額
が
高
額
化
し
て

い
る
た
め
、「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保

険
」の
賠
償
限
度
額
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
自
転
車
に
乗
る
機
会
が
多

い
人
に
は
、
損
害
保
険
会
社
な
ど

が
取
り
扱
っ
て
い
る
自
転
車
保
険

（
個
人
賠
償
責
任
保
険
な
ど
）
に

加
入
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
簡
単
な
手
続
き
で
加
入
で
き

る
自
転
車
保
険
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
カ
ー
を
持
っ
て
い

て
任
意
の
自
動
車
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
、
自
分
や
家
族
が

自
転
車
で
事
故
を
起
こ
し
た
際
の

賠
償
に
も
対
応
で
き
る
「
個
人
賠

償
責
任
特
約
」
を
つ
け
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
各
損
害
保
険
会

社
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

守
れ
て
い
ま
す
か
？

　
　
自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
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表
彰
者
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
退
職
消
防
団
員
２
号
報
償
）

　

岡
留　

薫か
お
る

（
前
本
団　

副
団
長
）

　

内
藤
克か

つ
し司
（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精
績
章
）

　

岡
留　

薫
（
前
本
団　

副
団
長
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
表
彰
旗
）

　

大
井
町
消
防
団

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

　

藤
澤
亮り

ょ
う
す
け介
（
第
４
分
団　

分
団
長
）

　

遠
藤
和か

ず
ゆ
き幸

（
前
第
６
分
団　

分
団
長
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
20
年
）

　

植
松
芳よ

し
あ
き明
（
第
４
分
団　

団
員
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰（
功
績
章
）

　

瀬
戸
宏ひ

ろ
あ
き明
（
第
５
分
団　

分
団
長
）

大
井
町
長
表
彰
（
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
）

　

岡
留　

薫
（
前
本
団　

副
団
長
）

　

小
野
公き

み
つ
ぐ嗣

（
前
第
１
分
団　

分
団
長
）

　

内
藤
克
司
（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

　

近
藤
信の

ぶ
ゆ
き行
（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）

大
井
町
長
表
彰
（
防
火
協
力
者
表
彰
）

　

竹
村　

勇い
さ
む　
　

小
篠
啓み

ち
ひ
と人

　

佐
々
木
悠ゆ

う
き貴　

勝
俣
光て

る
み
ち通

大
井
町
長
感
謝
状
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

柳
生　

薫か
お
る

（
第
２
分
団　

班
長
）

　

原　

隆た
か
の
り範
（
第
４
分
団　

班
長
）

　

武
松
太た

い
ち地
（
第
８
分
団　

班
長
）

　

藤
澤
克か

つ
ひ
さ央
（
第
２
分
団　

団
員
）

　

内
藤　

仁ひ
と
し

（
第
６
分
団　

団
員
）

大
井
町
消
防
団
長
感
謝
状

　

夏
苅
芳よ

し
お雄
（
前
第
８
分
団　

分
団
長
）

　

露
木
英ひ

で
き樹
（
前
第
３
分
団　

団
員
）

大井町消防出初式
平成 27年

平成 26 年町内火災発生件数  
         ・建物火災 8 件  ・車両火災１件  ・その他火災 3 件

  第 2 分団　小型動力ポンプ操法   第 3 分団　自動車ポンプ操法   第 7 分団　小型動力ポンプ操法

　

１
月
12
日（
月
・
祝
）

新
春
を
飾
る
消
防
出
初

式
が
、総
合
体
育
館
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、町
消
防
団
を

始
め
、消
防
関
係
者
約

１
４
０
人
が
参
加
。分

列
行
進
や
消
防
操
法

な
ど
、日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、長
年
消
防

活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
方
な
ど
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
ま
し
た
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

かずこさん 26 歳
自営業

まさお君 29 歳
自営業

日本年金機構小田原事務所　☎ 22-1391
町民課　☎ 85-5007

年 金 手 帳

●●●●●

　口座振替やクレジット納付は
できないので、専用の納付書で
払っているよ！

国民年金○×クイズ

※平成 24･25 年度の月分の追納加算額はありません

　

追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
が
承

認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除

等
期
間
で
す
。

【
A
３
】
○

　

今
年
度
中
に
追
納
し
て
い
た
だ
く

際
の
保
険
料
は
、
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。

○
ま
さ
お
く
ん
ク
イ
ズ

　

ま
さ
お
く
ん
は
、
現
在
免
除
を
受

け
て
い
た
１
年
度
前
の
期
間
の
追
納

を
行
っ
て
い
ま
す
。
納
付
書
で
支
払

い
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に
変
更
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

全額免除 3/4免除 半額免除 1/4免除
平成16年度の月分 14,750円 - 7,370円 -
平成17年度の月分 14,790円 - 7,390円 -
平成18年度の月分 14,840円 11,130円 7,420円 3,710円
平成19年度の月分 14,880円 11,150円 7,440円 3,710円
平成20年度の月分 15,000円 11,250円 7,500円 3,750円
平成21年度の月分 15,070円 11,300円 7,540円 3,760円
平成22年度の月分 15,340円 11,500円 7,670円 3,830円
平成23年度の月分 15,130円 11,340円 7,560円 3,780円
平成24年度の月分 14,980円 11,230円 7,490円 3,740円
平成25年度の月分 15,040円 11,280円 7,520円 3,760円

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

追
納
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
追
納
を
行
う
場
合
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
Ｑ
１
】
追
納
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

　

て
、
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

　

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
す
る
。

【
Ｑ
２
】
追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納

　

が
承
認
さ
れ
た
月
の
前
５
年
以
内

　

の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】
保
険
料
の
免
除
若
し
く
は
納

　

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

　

か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

　

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、

　

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額

　

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

　

上
乗
せ
さ
れ
る
。

【
A
１
】
○

【
A
２
】
×

表
彰
者
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
退
職
消
防
団
員
２
号
報
償
）

　

岡
留　

薫か
お
る

（
前
本
団　

副
団
長
）

　

内
藤
克か

つ
し司
（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精
績
章
）

　

岡
留　

薫
（
前
本
団　

副
団
長
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
表
彰
旗
）

　

大
井
町
消
防
団

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

　

藤
澤
亮り

ょ
う
す
け介
（
第
４
分
団　

分
団
長
）

　

遠
藤
和か

ず
ゆ
き幸
（
前
第
６
分
団　

分
団
長
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
20
年
）

　

植
松
芳よ

し
あ
き明
（
第
４
分
団　

団
員
）

神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰（
功
績
章
）

　

瀬
戸
宏ひ

ろ
あ
き明
（
第
５
分
団　

分
団
長
）

大
井
町
長
表
彰
（
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
）

　

岡
留　

薫
（
前
本
団　

副
団
長
）

　

小
野
公き

み
つ
ぐ嗣
（
前
第
１
分
団　

分
団
長
）

　

内
藤
克
司
（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

　

近
藤
信の

ぶ
ゆ
き行
（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）

大
井
町
長
表
彰
（
防
火
協
力
者
表
彰
）

　

竹
村　

勇い
さ
む　
　

小
篠
啓み

ち
ひ
と人

　

佐
々
木
悠ゆ

う
き貴　

勝
俣
光て

る
み
ち通

大
井
町
長
感
謝
状
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

柳
生　

薫か
お
る

（
第
２
分
団　

班
長
）

　

原　

隆た
か
の
り範
（
第
４
分
団　

班
長
）

　

武
松
太た

い
ち地
（
第
８
分
団　

班
長
）

　

藤
澤
克か

つ
ひ
さ央
（
第
２
分
団　

団
員
）

　

内
藤　

仁ひ
と
し

（
第
６
分
団　

団
員
）

大
井
町
消
防
団
長
感
謝
状

　

夏
苅
芳よ

し
お雄
（
前
第
８
分
団　

分
団
長
）

　

露
木
英ひ

で
き樹
（
前
第
３
分
団　

団
員
）

閲覧日 閲覧者（受託者） 委託者 目的 閲覧対象 件数
平成25年12月２日 松田警察署 ー 犯罪予防のため 大井町の一部 46 人

平成25年12月５日 ㈳中央調査社　
会長　西澤豊

内閣府大臣官房政
府広報室

消費者行政の推進
に関する世論調査

金子の20歳以上の日本人男
女 16 人

平成26年１月９日 ㈱ビデオリサーチ
代表取締役　秋山創一 日本たばこ産業㈱ 全国たばこ喫煙者

率調査
大正13年5月1日～平成6年4
月30日生まれの男女 20 人

平成26年４月11日 松田警察署 ー 犯罪予防のため 大井町の一部 151 人

平成26年５月７日 自衛隊神奈川地方協力本部 ー 自衛官募集事務

平成8年4月2日～平成9年4月
1日および平成11年4月2日～
平成12年4月1日までの間に生
まれた者

394 人

平成26年６月10日 ㈳中央調査社　
会長　西澤豊

（独）労働政策研究・
研修機構

60代の雇用・生活
調査

上大井の60歳以上69歳以下
の男女 22 人

平成26年７月２日 ㈱エスピー研
代表取締役　安良岡洋介

神奈川県県民局く
らし県民部 県民ニーズ調査 西大井の20歳以上の男女 20 人

平成26年８月25日 神奈川県小田原保健福祉事
務所足柄上センター ー 国民健康・栄養調

査 金子の男女 20 人

平成26年10月１日
松田警察署 ー 振り込め詐欺被害

防止のため 大井町の60歳以上の男女 5,048 人
平成26年10月８日

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
住民基本台帳法に基づき、大井町での閲覧状況を公表します。

閲覧期間　平成 25 年 11 月～平成 26 年 10 月

町民課　☎ 85-5006
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まちのトピックス

静かな体育館で書き初め
　1月９日㈮ 上大井小学校で書き初めが行わ
れました。３・４時限目の静まりかえった体育館
では、6年生（約50人）が校長先生が書いた手
本を見ながら、真剣に書き初めに取り組んで
いました。児童たちは、冬休みに練習をした成
果を出そうと、集中して書いていました。１番
良くかけた書は、学校の廊下などに展示され
ました。

美しい酒匂川流域で野鳥の姿に感激
　１月１１日㈰ 酒匂川周辺（金手）で、おおい自然園「酒匂川の
野鳥観察会」が行われ、珍しいカワアイサの群や、アオサギ、田
んぼにいるツグミやモズなど30種類の野鳥を観察してきまし
た。講師の初瀬川孝

た か お

夫さん（小田原市鴨宮中学校総括教諭）から
「野鳥は、水辺や田んぼなど生活する場所を棲

す

み分けているこ
とを知り、たくさん観察してください」と話があり、鳴き方や特
徴などを解説してもらいました。参加者からは、「同じ鳥だと思
っていた鳥が違う鳥だとわかった」「鳥の柄や特徴、見方を知る
ことができた」と、野鳥の姿に感激した声が寄せられました。

新宿体育会が県体育功労者表彰を受賞
　1月10日㈯ 県庁本庁舎で「平成26年度神奈川県体育功労
者表彰式」が行われ、新宿体育会（和久井良

よし

生
たか

会長）が団体の
部で受賞しました。新宿体育会（昭和６１年設立）は、自治会員
が集う運動会やレクリエーションの開催、各種スポーツ大会へ
の積極的な参加などを通じ、地域スポーツの普及・振興に努め
てきました。自治会の一大イベント「新宿運動会」では、子ど
も会や老人クラブなどの団体と連携をし、企画運営の中心を
担うなど、地域住民の体力つくりや地域の交流に大きく貢献
していることが評価されました。表彰式には田邉誠

せ い じ

治副会長
が出席し、表彰状と記念品の盾が贈られました。

玄米ダンベル体操で身も心もポカポカ
　１月後半の「おーい！元気会」では、玄米ダンベルを使った
ダンベル体操を行いました。
　湘南ダンベル協会の講師の指導のもと、運動不足を解消
し、仲間同士の交流で楽しい時間になりました。この日は、
湘光中学校の職業体験の生徒も参加し、一緒に体を動かし
ました。
　「おーい！ 元気会」は運動や小物づくりなどを企画し、各地
区の自治会館等で楽しく活動しています。おおむね60才以
上の方でご興味のある方は、ぜひ一度会場にお越しください。
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☆写真で１か月を振り返るコーナー☆

身近な情報をお寄せください。町民課　☎ 85-5004▲ ▲▲

□■□

　1月14日㈬を中心に町内各
所で、無病息災と五穀豊穣を
祈願する「どんど焼き」が行わ
れました。地域の皆さんで準
備をし、幅広い世代が集まり、
交流をすることができました。

子どもから大人まで
□■□

□■□

□■□

貴重な本が仲間入り

町のために

　1月5日㈪ 役場３階の会議
室で、「町民新年のつどい」が
開催されました。会場には多
くの方が訪れ、新年のあいさ
つを交わしました。皆さん、今
年もよろしくお願いします。

町民新年のつどい

　図書館では、昆虫や植物な
ど自然関係の図鑑などの専
門書を32冊新しく入荷しまし
た。皆さんでていねいに活用
し、「文化の香りたかい大井町
民」を目指しましょう。

　熊澤きん 
　（１０4 歳・柳）

お誕生日
おめでとうございます

さん

1 月 5 日撮影

５４０人で歌う「花は咲く」
～クリスマスチャリティーコンサート～

　平成26年12月21日㈰ 生涯学習センターホール
でクリスマスチャリティーコンサートが行われま
した。
　コンサートには、「湘光中学校吹奏楽部」「大
井室内合奏団」「混声ポピン」の３団体と、公益
財団法人になったことへのお礼コンサートとして
「神奈川フィルハーモニー管弦楽団」が出演しま
した。
　クリスマスソングの演奏やコーラスによる素敵
な音楽を会場内に響かせ、一足早いクリスマス
を楽しみました。エンディングでは、来場者と出
演者（総勢540人）が、一緒に「花は咲く」を歌
い、感動の輪が広がりました。
　帰りには、来場者に町内15の企業・事業所から
協賛いただいたクリスマスプレゼントを配布し、
大変喜ばれました。また、会場で呼びかけた「チ
ャリティー福祉募金」は、156,833円集まり、社
会福祉協議会へ寄附し、町の福祉に役立てます。

迫力の「花は咲く」

協賛をいただいた企業・事業所

　１２月１６日㈫ 夏苅正
まさ

義
よし

さん
（赤田）から「町の安心・安全
のために役立ててもらいた
い」と寄付がありました。この
日、夏苅さんは町長を訪れ、寄
付金を手渡されました。
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柳の稲荷社
　江戸時代の「新編相模風土記稿」に柳の稲荷社が次の
様に書かれている。「村の鎮守。安産の守護神にして、一
村難産の患

わずらい

なし」。そこで、柳の「おーい元気会！」で稲荷
社について聞きました。
　参加者の方のお話は、「お稲荷さんは200年前から安産
の神様として信仰されています。社から一対の白狐をお
借りして、無事出産すると、より大きな白狐を持ってお礼
参りをします。柳以外からもたくさんお参りに来られ、社に
奉納された白狐が入りきらなくなり、一部を境内に埋めた
くらいです。最近は5、6体の白狐が新しく奉納されたよう
です。そして、樹齢400年といわれる境内の女イチョウの
乳柱を削り、煎じて飲むと乳の出が良くなるといわれてい
ます。その他にも「おひまち」が子ども会を中心に続いて
います。毎月22日に近い日曜日に、赤飯のおにぎりを持ち

より、社にあげてからいただきます。神様と同じものを食
べ神様の力をいただくのです。一部を簡素化しています
が200年前から続いている行事です」。
　大井町の屋敷神はおおかたが稲荷神で、祖霊神として祀
られている。また、「柳は3軒から始まった。」とも話していま
した。「相模風土記」では28戸、平成6年では29戸、現在は32
戸です。地域全体が一つにまとまって伝統を継続している
ことを感じました。

教室からこんにちは
No.57  大井小学校

まちかどリポーターがまちの気になる話題を紹介
まちかど

（まちかどリポーター　檜佐義明）

し
た
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
真
剣
に
何
か
を
創

り
あ
げ
る
過
程
を
経
験
し
、
多

く
の
人
の
前
で
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も

た
ち
。
大
き
な
達
成
感
を
得
て
、

ま
た
一
回
り
た
く
ま
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

大
井
小
学
校
で
は
、
毎
年
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
学
習
発
表
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

10
月
に
１
、３
、５
年
生
が
、
12

月
に
２
、４
、６
年
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

１
年
生
で
は
「
く
じ
ら
ぐ
も
」

の
音
読
劇
、
２
年
生
で
は
「
ス

イ
ミ
ー
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、３
、

４
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
調
べ
た
こ
と
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
５
年
生

は
「
米
」
を
テ
ー
マ
に
、
６
年

生
は
英
語
劇
な
ど
、
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
音
楽
の

時
間
や
体
育
の
時
間
に
学
習
し

た
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
み
な
が

ら
、
ど
の
学
年
も
工
夫
を
凝
ら

 

み
ん
な
で
得
た
大
き
な
達
成
感
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2014 年下半期試合結果

  8 月 全国ジュニア空手道選手権大会…優勝
　　   GENKI CHALLENGE2014…優勝
  9 月 全関東空手道選手権大会…ベスト 4
　　   ワールド FSA 空手グランプリ…初戦敗退
10 月 部門別選抜優勝大会…優勝
　　   横浜青少年空手道大会…優勝
11 月 関東 MAX 空手道選手権大会…準優勝
　　   冬季トーナメント…3 位

本年度戦績 52戦 41勝（11一本勝ち）11敗

燃えろ！スポーツ魂

町長
間宮恒行

町
詞発

長

どりー夢カップで優勝
　大井 SC（1 年生）は、平成 26 年 11 月 24 日㈪に
小田原アリーナで行われた第 7 回どりー夢カップ

（1 年生の部・リーグ戦）で４勝１敗で見事優勝し、
金メダルを手にしました。

          　大井 SC の仲間と一緒にサッカーをしませんか。

▲ △ ▲

佐藤　☎ 83-6799

2014年下半期の歩み
　試合のない12 月、1 月に弱点を克服し、今年も活躍
できるように頑張ります。応援よろしくお願いします。

覇道曾館伊与田道場　皆本丈
じょう

選手
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寒
さ
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
野
菜
は

旨
味
を
増
し
、
魚
は
脂
が
の
っ
て
美
味
し
く

な
る
。
左

※

党
に
は
肴さ

か
な

に
事
欠
か
な
い
季
節
で

あ
り
、
つ
い
お
酒
が
進
ん
で
し
ま
う
。

　

白
菜
・
大
根
や
ネ
ギ
を
た
っ
ぷ
り
と
入
れ

た
鍋
物
は
、
身
体
も
温
ま
り
、
冬
な
ら
で
は

の
食
べ
物
で
あ
る
。
魚
は
、
鱈た
ら

・
ア
ン
コ
ウ
・

鮭
、高
嶺
の
花
は
フ
グ
で
あ
り
、鍋
に
は
も
っ

て
こ
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
わ
か
し
」「
い
な
だ
」「
は
ま
ち
」

と
、
大
き
く
な
る
に
連
れ
、
呼
び
名
が
変
わ

り
「
出
世
魚
」
と
呼
ば
れ
る
。「
ぶ
り
」
は
、

関
西
で
は
年
越
し
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鰤ぶ
り

は
刺
身
よ

し
、
煮
て
よ
し
、
焼
い
て
よ
し
、
ア
ラ
煮
よ

し
の
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
万
能
型
の
魚
で

あ
る
。

　

近
年
で
は
、
相
模
湾
の
定
置
網
に
入
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
「
寒
ブ
リ
」
は
、
た
だ

懐
か
し
さ
を
感
じ
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
霙

み
ぞ
れ

模
様
の
空
を
眺
め
、「
小
田
原
の
浜

に
ブ
リ
が
上
が
る
よ
」
と
呟
い
て
い
た
、
祖

母
の
言
葉
が
思
い
出
で
あ
る
。 冬

の
味
わ
い　

野
菜
の
主
役
は
、「
大
根
役
者
」
と
言
わ

れ
る
だ
け
あ
り
「
大
根
」
で
あ
ろ
う
。
漬
物

よ
し
、
大
根
お
ろ
し
よ
し
、
お
で
ん
に
よ
し
、

何
よ
り
も
「
ふ
ろ
ふ
き
大
根
」
は
、
練
り
味

噌
に
柚ゆ

ず子
は
脇
役
で
「
大
根
」
が
主
役
で
あ

る
。
ブ
リ
と
煮
れ
ば
「
ブ
リ
大
根
」
と
な
り
、

名
脇
役
と
し
て
も
演
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。

　

相
和
の
「
で
え
こ
」
な
ら
尚
更
旨
い
。

※
左
党
…
お
酒
が
好
き
な
人



保健師

まちの文芸

短

歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

俳

句

お
ほ
ゐ
俳
句
会

　

冷
え
性
と
は
一
言
で
い
う
と
血
行

不
良
の
状
態
で
す
。
私
た
ち
の
体
は

寒
い
と
体
温
が
外
へ
逃
げ
な
い
よ
う
毛

細
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
次
に
体
表
の

温
度
が
下
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
血

液
を
送
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

調
節
が
さ
れ
ず
に
い
つ
ま
で
も
血
管
が

収
縮
し
て
い
る
の
が
冷
え
性
で
す
。

　

冷
え
性
の
原
因
は
様
々
で
す
。
夏

の
冷
房
に
よ
る
自
律
神
経
の
乱
れ
や

足
の
機
能
低
下
、
貧
血
に
よ
る
末
梢

血
液
の
不
良
な
ど
。
さ
ら
に
生
野
菜

や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
体
を
冷
や
す
食
品

を
多
く
取
り
す
ぎ
る
の
も
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
以
外
に
は
「
貧
血
」「
心

臓
の
病
気
」「
甲
状
腺
の
病
気
」「
膠こ

う

原げ
ん

病び
ょ
う」
な
ど
で
冷
え
が
起
こ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
れ
ば

病
院
を
受
診
し
治
療
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　冷え性を改善し冬を
　　　　暖かく過ごすコツ

今月は、
小野和美
保健師です

　

冷
え
性
を
放
っ
て
お
く
と
、
頭
痛

や
肩
こ
り
が
悪
化
し
た
り
、
風
邪
を

ひ
き
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
、
疲
労
が

溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
で
で
き
る
冷
え
性
予
防
の

工
夫
は
次
の
通
り
で
す
。

　　　

お
腹
が
冷
え
て
し
ま
う
と
体
全
体

の
血
流
が
悪
く
な
り
、
手
足
の
冷
え

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
お
腹
が
出
な
い

よ
う
な
服
装
を
心
掛
け
た
り
腹
巻
を

つ
け
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
首
や
足

首
が
露
出
し
て
い
る
と
温
か
さ
が
逃

げ
て
し
ま
う
の
で
、
ス
ト
ー
ル
や
靴
下

の
重
ね
履
き
も
効
果
的
で
す
。
た
だ

し
重
ね
着
で
体
が
圧
迫
さ
れ
る
と
逆

に
血
行
が
悪
く
な
る
の
で
、
サ
イ
ズ
に

ゆ
と
り
の
あ
る
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
め
の
お
湯
に
さ
っ
と
つ
か
る
だ
け

で
は
表
面
が
一
時
的
に
熱
く
な
る
だ
け

で
湯
ざ
め
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
入

浴
後
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
の
も
血
行

促
進
に
繋
が
り
ま
す
。

　

筋
肉
は
体
の
熱
を
産
生
し
ま
す
か

ら
筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
は
冷
え
性
改

善
に
効
果
的
で
す
。
特
に
背
中
の
筋

肉
は
大
き
い
の
で
熱
産
生
が
よ
り
大

き
く
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
鍛
え

る
の
は
足
の
冷
え
に
も
良
い
で
し
ょ
う
。

運
動
を
続
け
る
こ
と
で
体
全
体
の
血

流
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

温
か
い
食
べ
物
だ
け
で
な
く
、
体

を
芯
か
ら
温
め
る
食
材
を
食
べ
ま
し

ょ
う
。
冬
に
と
れ
る
作
物
は
体
を
温

め
ま
す
。
ま
た
お
茶
は
発
酵
し
た
も
の

（
紅
茶
な
ど
）
の
ほ
う
が
よ
り
体
が

温
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
４
つ
の
う
ち
、
特
に
③
に
つ
い

て
は
こ
の
時
期
寒
さ
の
た
め
に
体
を
動

か
す
の
が
つ
ら
く
な
り
が
ち
で
す
。
日

常
生
活
の
中
で
な
る
べ
く
体
を
動
か
す

よ
う
に
心
が
け
て
、
冷
え
に
く
く
疲

れ
に
く
い
体
質
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

④
体
を
温
め
る
食
べ
物
を
摂
る

①
衣
類
の
工
夫

②
お
風
呂
は
ぬ
る
め
の
お
湯
に

　
ゆ
っ
く
り
と

③
筋
肉
を
つ
け
て

　
熱
産
生
を
UP
さ
せ
る

寒か
ん
ま
ん
げ
つ

満
月　

夢
は
宇そ

ら宙
へ
と　

飛
び
立
て
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

實
方　

成
代

風
冴
ゆ
る　

富
士
に
向
か
い
て　

走
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
上　

光
子

身
綺
麗
に　

落お
ち
ば
ぞ
う
ご
ん

葉
雑
言　

掃
き
に
け
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
川
晴
江

青
空
を　

隈
な
く
使
い　

布
団
干
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

枯か
れ
こ
だ
ち

木
立　

我
が
意
を
通
し　

立
ち
に
け
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

春
江

金
色
の　

時
を
紡
ぎ
て　

お
茶
の
花　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

み
社

や
し
ろ
の　

大
樹
に
宿
る　

鳥
ら
に
も

　
　
　

指
定
の
席
な
る　

枝
の
あ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木
ヤ
ス
エ

飲お
ん
じ
き食

に　

人ひ

と間
の
奪
ひ
し　

数あ
ま
た多

な
る

　
　
　
　

命
の
さ
さ
ふ
る　

平
穏
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木　

順
子

わ
が
婚
の　

招
待
状
に
と　

水
清
き　
　

　
　
　
　

里
を
尋
ね
き　

和
紙
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

武
子

特定健診は
毎年受けましょう！
　特定健診は、メタボリックシン
ドロームに着目した健康診断です。
ご自身の生活習慣を振り返る大切
な機会となりますので、年に１度
は必ず特定健診を受けましょう。
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マイケル・パート／著
樋渡正

ま さ

人
と

／訳　ポプラ社

ブラジル代表の不動のエースとして、世界
中のサッカーファンを魅了するネイマール。
貧しい家庭でも、明るく前向きに育つ少年
を支えたのは、父親をはじめとする家族の
愛情だった。元サッカー選手の父の教えを
受け、少年ネイマールがスターの階段をか
けのぼる、成長の物語。

図書館だより

おたより紹介

Event & Information

New  Books▲ ▲▲

▲ ▲▲

☆こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。最新の情報は、図書館ホームページ［http://www.oitown-lib.jp/］をご覧ください。

あなたは、誰かの大切な人

町工場の娘 主婦から社長になった２代目の10年戦争

中村修二劇場

子どもがいてもできるシンプルな暮らし

かわいい！おいしい！手作りどうぶつクッキー

「えっ、私が社長！？」町工場を営む父の急
逝に伴い、３２歳で社長を継ぐことに。バ
ブル崩壊の余波もあり赤字経営が続く中、
いきなり再建の舵取りを任される。様々な
壁にぶつかりながらも、「町工場の星」と
言われるまでの優良企業に再生した、女性
経営者の奮闘記。

市販のクッキー型を使って作る、どうぶつ
クッキー。抹茶やラズベリージャムなど天
然の着色素材を使った生地やアイシング、
ごまやナッツでデコレーション。からだにや
さしくて美味しい、はじめてでも、かわい
く作れるクッキーを、オールカラーでわか
りやすく紹介。

諏訪貴
た か こ

子／著　日経ＢＰ社

梶ヶ谷陽
よ う こ

子／著　すばる舎

日経ＢＰ社特別編集班／編　日経ＢＰ社
原田マハ / 著　講談社

臼田亜
あ

也
や

子
こ

／著　世界文化社

ネイマール　ピッチでくりだす魔法

●２月の展示

◎開館時間　9:00 ～ 17:15　　◎休館日　大井町図書館９日㈪・23 日㈪　

◎問い合わせ　大井町図書館  ☎ 83-5409　そうわ会館図書室  ☎ 85-1601

２０１４年のノーベル物理学賞を受賞した
中村修二氏。青色ＬＥＤの開発、企業技術
者から米有名大学教授への転身、古巣企
業を相手にした特許裁判、ノーベル賞受賞
に至るまでを、当時の記事やインタビュー
でつづった全記録。

家族と、恋人と、そして友だちと、きっと
つながっている。大好きな人と、食卓で向
かい合って、おいしい食事をともにする。
単純でかけがえのない、ささやかなことが、
本当の幸福。何かを失くしたとき、旅とアー
ト、その先に見つけた小さな幸せ。六つの
物語。／そうわ会館に入荷

散らかし盛りの子どもがいても、収納スペー
スが少なくても、きれいをキープ！ ２人の
子を持つ収納名人が、家族みんなが使い
やすく、片づけやすい、シンプルな住まい
の作り方を紹介。

● 2 月のおはなし会

●親子いっしょのおはなし会
　2 月 12 日㈭　10:30 ～ 11:00
　場所　図書館　おはなしの部屋
　対象　就学前のお子さんと保護者

時間／ 14:00 ～ 14:30　場所／おはなしのへや

7 日 ㈯（絵本）　　まりーちゃんとひつじ
（絵本）　　どうながのプレッツェル

14 日 ㈯（絵本）　　こびととくつや
（絵本）　　てぶくろ

21 日 ㈯（絵本）　　もりのともだち
（絵本）　　はたらきもののじょせつしゃ　けいてぃー

28 日 ㈯（紙芝居）　わらしべ長者
（絵本）　　ランパンパン

「このミステリーがすごい !  ２０１５」
　昨年 12 月に発表された『このミステリーがすごい！2015 版』（宝
島社）から、国内編上位 20 位までの所蔵している本を展示します。
　第１位は『満願』米澤穂

ほ

信
の ぶ

著（大井町図書館で所蔵）。本書は、
2014「週刊文春ミステリーベスト10」、「このミステリーが読みたい！
2015」でも１位を獲得し、2014 年ミステリー年間ランキングで 3
冠に輝きました。

「豆まき＆バレンタインデー」
２月と言えば、節分、そしてバレンタインデー。
節分・豆まきに関する本や、チョコレートやクッキーなどの手づく
りお菓子の本を展示します。

●おおい自然園　草花や小魚などとても興味深く読ませていただいています。（ななニャン子）
●新たな年をまた元気に大井町で迎えられてよかったです。日々進歩する大井町の今後を期待しています。（T.N）
●保健師 memo が大変勉強になりました。（マチャアキ )
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Schedule of  F ebruary

ジュニア英会話Ｎｏ．１

春の入学キャンペーン＆
　　無料体験レッスン実施中！

お気軽にお問い合わせください。

● 西大井教室（西田）
　場所　大井町西大井 450-4
　☎ 84-0265
● 金子教室（内藤）
　場所　大井町金子 1610
　☎ 82-7510

　写真は、1月18日㈰ 第55回大

井町産業まつりの様子です。上と

下の写真は、比べると違っている

ところが５か所あります。どこでし

ょう？ 写真の数字で答えてくださ

い。

■応募方法
　はがきに、答え・住所・氏名（ペ

ンネーム）・電話番号・年齢・日ご

ろ思うこと

（町への意見や広報おおいへの

感想などなんでもOK）を記入し

て応募

あて先　〒258-8501

　足柄上郡大井町金子1995番地

　大井町役場　町民課

　広報おおい係

締切　2月16日㈪

○応募者の中から、抽選で２名の

　方に粗品をプレゼントします。

○ 1 月号の答え
　  2・3・9・17・25

○当選者　（応募７通）

　おしげさ～ん、サッチーさん

　おめでとうございます！
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編
集
お
お
い税・料の納付には

安心便利な口座振替を！

人口と世帯数 12 月 31 日現在　（　）内は前月比

・宅地内の漏水修理代金は、自己負担です。
・土日・祝日の開閉栓はできませんので、引っ
  越しをする方は早めに連絡をしてください。

2 月の行事予定 Schedule of  F ebruary

町内交通事故発生状況

お誕生おめでとう

今月の納付

今月の口座振替日は 3 月 2 日㈪です。

● 固定資産税 4 期分
● 保育所保育料 2 月分
● し尿処理手数料 12・1 月分
● 上下水道使用料 12･1 月分
● 下水道受益者負担金 4 期分
● 幼稚園保育料 3 月分
● 国民健康保険税 9 期分
● 介護保険料 8 期分
● 住宅使用料 3 月分
● 後期高齢者医療保険料 8 期分

2月１日～ ７ 日 石澤管工事 ☎83-4533
2月 8 日～14日 矢口水道工業 ☎82-4069
2月15日～21日 西湘設備工業 ☎82-9916
2月22日～28日 平石設備工業 ☎82-4711

漏水修理当番 生活環境課　☎85-5011

日程 事業予定 場所

　3 日 ㈫
ぞうさんくらぶ（9:30 ～） 保健福祉センター

人づくり推進研修会（19:00 ～） 生涯学習センター

　6 日 ㈮ 離乳食講習会（9:15 ～） 生涯学習センター

    8 日 ㈰ 市町村対抗かながわ駅伝競走大会 秦野市中央運動公園～

 10 日 ㈫ 3 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

 12 日 ㈭
親子いっしょのおはなし会 図書館

赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

 13 日 ㈮

おおい！ふるさと探訪（10:00 ～） 学校給食センター・
井上酒造

絵本とわらべうたの会 生涯学習センター

3 歳児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

新春経済講演会 生涯学習センター

14 日 ㈯
課外塾「子ども炭焼き体験①」 下山田炭焼き小屋
平成 26 年度人権を考えるつどい
～男女共同参画講演会（13:30 ～） 生涯学習センター

16 日 ㈪
星の観察会（予備日 17 日㈫） おおいゆめの里

エンジョイ！マタニティ（9:15 ～：予約制）生涯学習センター

17 日 ㈫ 総合相談（10:00 ～） 役場

18 日 ㈬ 親子相談（9:00 ～：予約制） 保健福祉センター

19 日 ㈭ 1 歳育児教室（9:30 ～） 保健福祉センター

20 日 ㈮ ニュースポーツ講習会 総合体育館

21 日 ㈯

課外塾「子ども炭焼き体験②」 下山田炭焼き小屋

男性の料理教室（10:00 ～） 生涯学習センター

ポン菓子・ポップコーン・綿菓子作り体験 四季の里

22 日 ㈰
第 69 回足柄上地区一周駅伝競走大会 足柄上合同庁舎～

餅つき体験 四季の里

24 日 ㈫
1 歳 6 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

ピザ焼き体験 四季の里

25 日 ㈬ ピザ焼き体験 四季の里

26 日 ㈭
赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

一般健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

27 日 ㈮
絵本とわらべうたの会 生涯学習センター

ピザ焼き体験 四季の里

28 日 ㈯ ふれあいスキー　～ 3 月 1 日㈰

● 人口 男性  8,681 人 （6）
　　　 女性 8,639 人（△ 18）

合計 17,320 人（△ 12）
● 世帯数 6,591 世帯 （1）

12 月１日～ 31 日

●件数 11 件　●死亡 0 人　●負傷 11 人 

　

雪
の
降
る
寒
い
日
か
ら
始
ま
っ
た
平
成

27
年
で
す
が
、
成
人
式
・
出
初
式
・
産
業

ま
つ
り
な
ど
１
月
に
行
わ
れ
た
町
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
て
が
晴
天
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
日
の
取
材
は
、
皆

さ
ん
の
表
情
が
と
て
も
明
る
く
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
す
手
に
力
が
入
り
ま
す
。
今
後

も
天
候
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
▽
ま
た
、
広
報
お
お
い
12
月
号
が
、

県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
村
の
部
で
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
町
民
の
方
が
活
躍
し
て
い
る
姿
を
広

報
紙
に
掲
載
し
、
町
内
外
か
ら
注
目
さ
れ

る
広
報
紙
作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
広
報
担
当　

Y
）

12 月 16 日～ 1 月 15 日受理

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 7 件／届出 7 件

　　氏名 性別 保護者 自治会

小林　泰
たいせい

生 男 浩一・郁美  新宿

坂下　優
ゆうすけ

輔 男 康之・加奈 新宿

小梨　紗
さ な

奈 女 大寿・知子 根岸下

遠藤　詩
し ず く

空 女 良太・美幸 馬場

浅田　優
ゆ う ま

真 男 康仁・渚 馬場

竹内　雅
みやび

女 武見・麻美 宮地

上原　真
ま な と

人 男
直人・ノグチ カレン 
カオリ 金手
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大井の

煌人キラビト

み
の
む
し
（
蓑
虫
）

　
み
の
む
し
は
、
自
分

が
は
い
た
糸
で
噛
み

切
っ
た
木
の
枝
や
葉
を

く
っ
つ
け
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
で
用
い
る
寝
袋
の

よ
う
な
す
み
か
を
作

り
、
そ
の
中
で
生
活
を

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
、
み
の

む
し
と
い
う
虫
が
い

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
図
鑑
で

調
べ
た
り
自
分
で
観
察
し
た
り
し
て
、
ミ
ノ
ガ
と
い
う
ガ

の
幼
虫
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
木
の
葉
が
落
ち
て
見
通
し
が
よ
く
な
る
冬
、
枝
先
な
ど

を
注
視
し
て
み
る
と
、
み
の
む
し
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
に
ウ
メ
の
木
で
よ
く
見
つ
け
ま
し
た
が
、
ほ

か
に
カ
キ
の
木
な
ど
で
も
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ガ
と
い
っ
て
も
羽
が
あ
る
の
は
雄
だ
け
で
、
雌
の
蓑
に
飛

ん
で
い
っ
た
雄
は
、
蓑
の
中
の
雌
と
交
尾
を
し
ま
す
。
な

ぜ
こ
う
い
う
生
き
方
を
選
ん
だ
の
か
、
と
て
も
興
味
深
く

感
じ
ま
す
。酒

井　

春
彦
（
中
井
町
立
井
ノ
口
小
学
校
総
括
教
諭
）

「大井町はクモの

　　　ワンダーランド」

（金手）
池田　博明さん

池田博明（いけだ・ひろよし）

1951 年生まれ　山形県出身

理数教育研究所　生物領域部

会副委員長など

「大井町史　別編　自然」など

近隣の市町史の編さんに協力。

児童向けの月刊誌「たくさんの

ふしぎ」平成２７年３月号で「ク

モと糸」刊行

趣味は、映画鑑賞。

　

幼
少
の
頃
か
ら
昆
虫
の
観
察
が
大
好
き
で
、
図

鑑
に
載
っ
て
い
る
昆
虫
を
発
見
す
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
い
た
。
大
学
は
理
学
部
に
進
学
し
、
卒
業
論

文
の
テ
ー
マ
に
「
ク
モ
」
を
選
択
し
た
の
が
、「
ク

モ
」
を
研
究
す
る
最
初
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
神
奈
川
県
の
県
立
高
校
で
生

物
の
教
師
と
な
る
と
と
も
に
、
生
物
部
の
顧
問
と

し
て
、
生
徒
に
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
「
ク

モ
」
を
提
案
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
ク
モ
の
生
理・

生
態
や
分
類
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ

た
。
日
本
や
世
界
の
「
ク
モ
」
を
研
究
し
、
現
在

ま
で
に
10
種
の
新
種
を
発
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
教
え
る
生
徒
が
い
た
か
ら
続
け
ら
れ
た
」
と
、
継

続
し
て
研
究
で
き
た
原
動
力
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

町
内
に
は
「
１
９
２
種
の
ク
モ
が
発
見
さ
れ
て

い
る
が
、
あ
と
50
種
は
い
る
。
種
類
が
多
く
、
羽

が
な
く
飛
ば
な
い
の
で
、
子
ど
も
に
も
観
察
し
や

す
い
」
と
親
し
み
や
す
さ
も
教
え
て
く
れ
た
。

　

今
後
は
「
研
究
は
続
け
る
が
、
次
の
担
い
手
を

作
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
。
地
域

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

「
ク
モ
」
か
ら
見
え
て
く
る
町
の
魅
力
に
期
待
し

た
い
。
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